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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
恋
姫
†
無
双
　
～
Ｓ
ｙ
ｍ
ｂ
ｏ
ｌ
ｉ
ｃ
 

ｏ
ｆ
 

ｔ
ｈ
ｅ
 

Ｈ
ｏ
ｐ
ｅ
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
１
８
０
Ｙ

【
作
者
名
】

　
黒
衣
を
纏
う
執
行
者

【
あ
ら
す
じ
】

　
ア
ニ
メ
版
『
恋
姫
†
無
双
』
と
特
撮
ド
ラ
マ
『
牙
狼
』
を
混
ぜ
た
、
自
称
『

異
色
』
の
二
次
創
作
。

主
人
公
『
大
神
牙
狼
』
が
『
関
羽
雲
長
』
一
行
と
の
出
会
い
。
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序
章

―
―
輝
在
る
処
に
陰
在
り
。

ヒ
カ
リ

―
―
ヒ
ト
は
生
ま
れ
し
其
の
時
か
ら
、
闇
を
、
陰
を
恐
れ
た
。

―
―
そ
の
陰
を
地
獄
の
門
と
し
て
顕
現
せ
し
ケ
モ
ノ
、
そ
の
名
は
『
魔
獣
』
。

・
・
・
・
・
・
そ
し
て
そ
れ
は
、
乱
れ
し
こ
の
先
史
―
―
二
世
紀
の
末
で
も
同

じ
事
だ
。

「
ハ
ア
ッ
ハ
ア
ッ
・
・
・
っ
！
！
」
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ほ
ら
、
今
こ
の
時
も
、
陰
か
ら
顕
れ
た
『
魔
獣
』
に
追
わ
れ
る
一
人
の
可
哀
想

な
子
供
が
い
る
だ
ろ
？

こ
ん
な
夜
遅
く
に
外
を
出
歩
い
て
い
る
な
ら
、
正
し
く
『
魔
獣
』
の
格
好
の
餌

な
よ
う
な
モ
ン
だ
。

し
か
も
運
が
悪
い
、
ア
イ
ツ
は
『
幼
子
の
魂
』
を
喰
う
の
が
好
み
な
『
魔
獣
』

み
た
い
だ
。

・
・
・
お
、
子
供
の
方
の
動
き
が
止
ま
っ
た
な
。
大
方
、
足
が
縺
れ
て
す
っ
転

ん
だ
ん
だ
ろ
な
ぁ
。

「
嫌
だ
・
・
・
イ
ヤ
だ
よ
ぉ
・
・
・
！
！
」

『
Ｇ
ｕ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
！
！
！
』

「
ヒ
ィ
ッ
・
・
・
！
！
」

あ
～
あ
、
と
う
と
う
追
い
つ
か
れ
ち
ま
っ
た
な
。

夜
闇
に
溶
け
る
黒
い
体
皮
に
醜
悪
な
体
躯
を
持
っ
た
『
魔
獣
』
が
、
ヒ
タ
リ
ヒ

タ
リ
と
歩
み
を
進
め
る
。

目
の
前
の
木
の
幹
に
は
、
お
目
当
て
の
『
魂
』
を
持
っ
た
器
が
転
が
っ
て
い
る
。

コ
ド
モ

後
は
近
寄
っ
て
、
バ
ク
リ
と
殺
っ
ち
ま
う
だ
け
な
ん
だ
ろ
う
が
・
・
・
―
―
―
―
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―
―
ま
ぁ
、
『
そ
う
は
問
屋
が
何
と
や
ら
』
、
っ
て
な
。

『
…
…
Ｇ
ｕ
ｕ
ｕ
』

「
・
・
・
・
・
・
？
」

怯
え
き
っ
た
子
供
が
伏
せ
て
い
た
顔
を
上
げ
る
と
、
今
度
は
『
魔
獣
』
の
方
が

ビ
ク
つ
い
て
る
じ
ゃ
あ
な
い
か
。

奴
の
目
線
は
、
あ
る
一
点
の
方
向
に
注
が
れ
て
い
る
。

―
―
夜
闇
を
照
ら
す
、
眩
い
金
色
の
光
に
。

―
―
そ
の
刹
那
。

ズ
シ
ャ
ア
ッ
ッ
！
！
！
！
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《
Ｇ
ｉ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
！
！
！
》

「
う
わ
ぁ
！
！
」

『
魔
獣
』
の
躰
を
何
か
が
薙
い
だ
か
と
思
っ
た
そ
の
時
、
そ
の
漆
黒
の
体
躯
が

爆
ぜ
た
。

爆
ぜ
て
飛
び
散
っ
た
肉
片
が
、
子
供
の
体
に
降
り
掛
か
―
―
―
―
、

「
―
―
ハ
ッ
！
！
」

―
―
ら
な
か
っ
た
。

光
だ
と
思
っ
て
い
た
の
は
、
満
月
の
光
を
受
け
て
黄
金
に
輝
く
、
『
鎧
』
。

そ
し
て
肉
片
は
、
そ
の
鎧
を
纏
っ
た
者
の
一
閃
に
よ
り
、
一
欠
片
も
残
さ
ず
塵

へ
と
還
る
。

「
・
・
・
大
丈
夫
か
？
」

「
へ
・
・
・
あ
、
は
い
・
・
・
」
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余
り
に
非
日
常
的
な
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
放
心
し
て
い
る
子
供
に
、
鎧
の

主
が
優
し
く
声
を
か
け
る
。

そ
の
瞬
間
、
鎧
が
主
の
躰
を
離
れ
て
金
属
の
塊
へ
変
わ
り
、
男
の
頭
上
の
光
の

環
の
中
へ
消
え
て
ゆ
く
。

男
は
そ
の
ま
ま
子
供
を
背
に
背
負
う
と
、
そ
の
足
を
子
供
の
家
の
あ
る
村
へ
と

向
け
る
。

―
―
闇
夜
に
潜
み
し
『
魔
獣
』
。

―
―
先
史
の
時
代
よ
り
そ
れ
を
狩
り
、
世
に
太
平
を
為
す
が
為
に
剣
を
振
る
う

者
あ
り
け
り
。

―
―
夜
の
闇
で
さ
え
、
そ
の
者
の
前
で
は
掠
れ
て
見
え
る
程
の
輝
き
を
放
ち
。

―
―
繰
り
出
す
剣
閃
は
、
闇
を
断
ち
切
る
一
条
の
光
。

―
―
影
な
り
ぬ
れ
ど
、
陰
を
斬
り
裂
く
『
光
の
象
徴
』
。

彼
の
者
の
名
は
『
大
神
』
、
字
は
『
牙
狼
』
。

あ
ざ
な
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こ
れ
は
、
先
史
の
混
迷
し
た
世
を
陰
か
ら
護
る
、
一
人
の
『
黄
金
騎
士
』
の
、

物
語
―
―
。
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第
零
席
　
自
己
紹
介
を
す
る
の
こ
と

大
神
　
字
『
牙
狼
』
　
真
名
『
鋼
牙
』

武
器
『
魔
戒
剣
』
?
『
牙
狼
剣
』
?
『
牙
狼
斬
馬
剣
』

武
装
『
黄
金
の
鎧
』
『
魔
戒
馬
・
轟
天
』
『
鷹
麟
の
矢
』

『
魔
獣
』
を
狩
り
、
太
平
の
世
を
築
く
べ
く
、
各
地
を
放
浪
し
て
い
る
旅
の
武

芸
者
。

元
は
呉
の
出
身
で
、
孫
家
と
親
交
が
あ
り
孫
権
と
は
同
じ
学
問
所
の
幼
馴
染
。

冷
た
い
視
線
と
風
貌
と
は
裏
腹
に
、
穏
や
か
で
飄
々
と
し
た
性
格
で
、
正
義
感

は
並
み
以
上
。

他
人
か
ら
の
好
意
に
疎
く
、
割
と
初
心
。

が
、
賊
や
『
魔
獣
』
に
は
一
片
の
容
赦
も
せ
ず
、
磨
い
た
剣
技
と
体
術
で
冷
酷

に
ね
じ
伏
せ
る
。

『
鎧
』
や
『
魔
戒
剣
』
は
管
輅
か
ら
与
え
ら
れ
た
物
で
あ
り
、
剣
術
・
体
術
・

妖
術
等
と
い
っ
た

『
魔
獣
』
と
の
戦
い
の
術
も
教
え
ら
れ
た
。

し
ば
し
ば
管
輅
か
ら
課
さ
れ
る
、
珍
妙
だ
っ
た
り
過
酷
だ
っ
た
り
、

割
と
真
剣
な
試
練
を
受
け
、
辟
易
し
て
い
る
。

マ
ジ
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剣
術
に
秀
で
て
い
る
が
、
管
輅
か
ら
の
教
え
と
自
己
研
鑽
と
訓
練
で
剣
舞
を
修

得
し
て
お
り
、

そ
の
舞
は
周
囲
の
者
達
を
引
き
込
む
魅
力
と
鋭
さ
が
あ
る
。

ザ
ル
バ
「
・
・
・
と
、
ま
ぁ
こ
ん
な
モ
ン
か
？
」

　
大
神
「
こ
ん
な
モ
ン
っ
て
・
・
・
お
前
の
紹
介
は
し
な
く
て
い
い
の
か
？
」

ザ
ル
バ
「
俺
は
只
の
魔
導
輪
だ
・
・
・
お
前
の
志
に
従
う
、
な
？
」

　
大
神
「
ち
ゃ
っ
か
り
『
魔
導
輪
』
っ
て
名
乗
っ
て
る
・
・
・
よ
な
？
（
－
＿

－
；
）
」

ザ
ル
バ
「
と
に
か
く
、
こ
れ
か
ら
牙
狼
の
物
語
が
描
か
れ
始
め
る
訳
だ
が
・
・
・

そ
の
前
に
、

　
　
　
　
ド
ラ
マ
『
牙
狼
』
の
簡
単
な
説
明
を
す
べ
き
だ
な
」

　
大
神
「
『
牙
狼
』
だ
け
じ
ゃ
な
く
『
恋
姫
†
無
双
』
の
方
も
説
明
す
べ
き
だ

と
思
う
ん
だ
が
？
」

ザ
ル
バ
「
こ
こ
の
小
説
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
る
な
ら
、
ア
レ
み
た
い
な
濃

い
ネ
タ
も

　
　
　
　
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
、
説
明
は
省
く
ぞ
」

　
大
神
「
い
い
の
か
・
・
・
？
（
汗
）
」
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ザ
ル
バ
「
（
無
視
）
特
撮
ド
ラ
マ
『
牙
狼
』
は
、
ス
タ
ン
ト
無
し
の
キ
ャ
ス
ト

オ
ン
リ
ー
の
戦
闘
シ
ー
ン
や
、

　
　
　
　
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
な
Ｖ
Ｆ
Ｘ
が
秀
逸
な
『
大
人
』
の
特
撮
だ
」

　
大
神
「
俺
の
字
の
『
牙
狼
』
は
『
ガ
ロ
』
っ
て
読
ん
で
、
魔
界
語
で
『
希
望
』

あ
ざ
な

を　
　
　
　
意
味
す
る
ん
だ
、
覚
え
て
て
く
れ
よ
な
」

ザ
ル
バ
「
因
み
に
俺
の
名
前
は
『
友
』
っ
て
意
味
だ
。
併
せ
て
覚
え
て
く
れ
」

　
大
神
「
そ
れ
じ
ゃ
・
・
・
」

ザ
ル
バ
「
第
一
席
で
会
お
う
ぜ
！
！
」

※
こ
の
作
品
で
は
、
『
ザ
ル
バ
の
人
格
』
は
出
て
き
ま
せ
ん
。
指
輪
本
体
の
み

の
登
場
で
す
。

ザ
ル
バ
「
な
ん
・
・
・
だ
と
ぉ
！
？
＼
（
◎
ｏ
◎
）
／
！
」

　
大
神
「
ド
ン
マ
イ
ド
ン
マ
イ
ｗ
ｗ
（
＾
Д
＾
）
」
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第
一
席
　
大
神
、
関
羽
達
と
出
会
う
の
こ
と
↑
執
筆
中

「
昨
夜
は
こ
の
子
が
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
・
・
・
」

「
あ
り
が
と
ね
、
大
神
さ
ん
！
！
」

「
い
い
で
す
よ
お
礼
な
ん
て
・
・
・
久
し
ぶ
り
に
屋
根
の
あ
る
所
で
寝
ら
れ
て

丁
度
良
か
っ
た
で
す
し
」

「
じ
ゃ
あ
ね
～
！
！
」

「
お
う
、
も
う
夜
中
に
出
歩
く
ん
じ
ゃ
な
い
ぞ
ー
！
！
」

昨
日
の
夜
助
け
た
子
供
と
そ
の
母
親
に
見
送
ら
れ
、
村
を
出
る
。
こ
れ
か
ら
は

村
長
達
が
夜
間
の
外
出
禁
止
を
徹
底
す
る
み
た
い
だ
し
、
『
門
』
に
な
り
そ
う

な
場
所
に
封
魔
符
を
貼
っ
て
お
い
た
し
、
こ
れ
で
大
丈
夫
だ
ろ
う
。

し
か
し
・
・
・
・
・
・
最
近
増
え
て
き
た
な
、
『
魔
獣
』
に
襲
わ
れ
る
連
中
が
。

や
っ
ぱ
り
こ
れ
も
、
賊
が
や
た
ら
と
跋
扈
し
て
た
り
、
相
対
的
に
治
安
が
悪
く

な
っ
た
り
し
て
、
人
々
の
間
に
『
怨
嗟
』
の
感
情
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
る
為
な

の
か
・
・
・
？
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「
・
・
・
そ
っ
ち
も
ど
う
に
か
し
な
き
ゃ
、
だ
な
・
・
・
」

『
魔
獣
』
を
狩
り
、
世
に
太
平
を
も
た
ら
す
の
は
俺
の
使
命
。

そ
し
て
最
終
的
に
は
『
平
和
な
世
を
築
く
』
の
が
俺
の
天
命
。

・
・
・
や
っ
ぱ
り
、
ど
っ
か
の
国
に
就
い
て
仕
え
る
の
が
一
番
な
の
か
・
・
・
？

・
・
・
仕
え
る
ん
だ
っ
た
ら
、
や
っ
ぱ
孫
家
だ
が
・
・
・
気
楽
な
方
が
・
・
・
。

「
む
む
む
む
・
・
・
・
・
・
」

―
―
結
局
、
俺
は
流
れ
の
『
魔
戒
騎
士
』
の
方
が
性
に
合
っ
て
る
ん
だ
な
と
、

再
三
自
覚
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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～
第
一
席
　
大
神
、
旅
路
を
征
く
の
こ
と
～

「
・
・
・
お
、
分
か
れ
道
か
」

二
つ
に
別
れ
た
道
で
立
ち
止
ま
り
、
一
旦
地
図
に
目
を
移
す
。

手
に
持
っ
た
地
図
は
、
も
う
ボ
ロ
切
れ
同
然
に
劣
化
し
て
い
る
。
後
で
街
に
行

っ
て
新
し
い
の
を
買
い
求
め
な
い
と
な
・
・
・
。
一
体
ど
れ
位
長
い
間
使
っ
て

る
か
っ
て
？
　
そ
う
さ
な
ぁ
・
・
・
か
れ
こ
れ
５
，
６
年
っ
て
所
か
？

「
・
・
・
こ
っ
ち
、
だ
な
」
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そ
れ
な
り
に
大
き
な
街
で
な
い
と
、
新
し
い
地
図
は
そ
う
そ
う
手
に
入
る
物
じ

ゃ
な
い
。
一
先
ず
、
一
番
近
く
の
街
へ
と
足
を
向
け
る
事
に
す
る
。

―
―
勿
論
、
『
門
』
に
な
り
そ
う
な
所
は
封
印
し
な
が
ら
、
な
？

～
一
時
間
後
～

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
う
ん
、
迷
っ
た
な
」

こ
の
前
寄
っ
た
街
で
地
図
を
買
わ
な
か
っ
た
の
が
仇
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
既
に

日
が
暮
れ
た
っ
て
の
に
、
俺
は
ま
だ
森
の
中
を
歩
い
て
い
た
。
は
て
さ
て
ど
う

し
た
モ
ン
か
な
っ
と
・
・
・
・
・
・
。

「
・
・
・
お
？
」
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ふ
と
、
視
界
の
先
に
焚
き
火
の
明
か
り
が
写
る
。
パ
チ
パ
チ
と
薪
が
弾
け
る
音

も
一
緒
に
聞
こ
え
て
く
る
。

『
渡
り
に
船
』
と
は
、
正
に
こ
の
事
だ
な
～
・
・
・
あ
り
が
て
ぇ
な
ぁ
こ
り
ゃ
。

「
す
い
ま
せ
―
―
―
―
」

ん
、
と
言
い
か
け
る
も
、
そ
の
先
は
―
―
―
―
、

「
ひ
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
？
」

―
―
焚
き
火
の
目
の
前
に
い
た
小
さ
な
女
の
子
の
悲
鳴
に
、
か
き
消
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。

何
事
か
と
思
い
咄
嗟
に
剣
の
柄
に
手
を
か
け
る
も
、
そ
の
女
の
子
は
木
の
影
へ

隠
れ
て
し
ま
う
。

・
・
・
・
・
・
も
し
か
し
な
く
て
も
俺
、
怖
が
ら
れ
て
る
？

そ
り
ゃ
ま
ぁ
・
・
・
・
・
・
全
身
黒
ず
く
め
で
、
こ
ん
な
暖
か
い
季
節
だ
っ
て
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の
に
外
套
な
ん
て
羽
織
っ
て
、
顔
も
碌
に
見
え
な
い
の
は
自
負
し
て
る
け
ど
・
・

・
そ
ん
な
明
白
に
怯
え
ら
れ
る
と
痛
む
、
主
に
胸
が
、
特
に
心
が
。

あ
か
ら
さ
ま

と
い
う
訳
で
、
取
る
行
動
は
自
ず
と
二
つ
に
限
ら
れ
る
訳
だ
。

「
別
に
怪
し
い
者
じ
ゃ
な
「
怪
し
い
人
は
皆
そ
う
言
う
ん
で
す
っ
！
！
」
・
・
・

ダ
ヨ
ナ
ー
」

・
・
・
第
一
案
『
冷
静
に
話
す
』
は
、
敢
無
く
失
敗
。
ま
ぁ
当
然
だ
わ
な
～
・
・

・
そ
り
ゃ
、
し
っ
か
り
得
物
に
手
を
か
け
て
弁
明
し
た
っ
て
説
得
力
に
欠
け
る

っ
て
話
に
な
る
よ
な
ー
・
・
・
言
っ
て
て
哀
し
く
な
っ
て
き
た
ぞ
、
オ
イ
。

て
な
訳
で
、
第
二
案
を
実
行
す
る
事
に
し
よ
う
。
と
い
う
よ
り
、
最
初
か
ら
こ

ハ
ナ

っ
ち
を
や
っ
て
た
方
が
良
い
気
が
し
て
き
た
ぞ
～
・
・
・
。

い
た
た
ま
れ
な
い
気
持
ち
に
苛
ま
れ
な
が
ら
『
魔
戒
剣
』
の
収
ま
っ
た
鞘
を
腰

布
か
ら
外
し
、
脱
い
だ
外
套
に
く
る
ん
で
地
べ
た
に
置
く
。
そ
し
て
そ
の
場
に

座
り
、
一
言
。

「
・
・
・
疑
わ
し
い
風
貌
で
済
ま
な
い
。
道
に
迷
っ
た
所
で
―
―
―
―
」

「
―
―
孔
明
殿
、
待
た
せ
て
し
ま
っ
て
・
・
・
？
」
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・
・
・
今
日
の
晩
は
よ
く
話
が
被
る
な
。
何
度
目
だ
よ
・
・
・
っ
て
二
度
目
だ

よ
・
・
・
。

～
大
神
、
事
情
や
ら
そ
の
他
諸
々
を
説
明
中
に
つ
き
、
暫
く
お
待
ち
下
さ
い
～

「
―
―
―
―
と
い
う
訳
で
、
旅
を
し
て
る
ん
だ
が
」

俺
の
『
力
』
に
つ
い
て
は
話
さ
な
か
っ
た
が
、
世
の
乱
れ
を
鎮
め
太
平
の
世
を

取
り
戻
す
為
に
旅
を
し
て
い
る
と
伝
え
る
と
、
偃
月
刀
を
持
っ
た
黒
い
髪
の
女

性
は
小
さ
い
女
の
子
の
方
を
諭
し
て
、
場
を
収
め
て
く
れ
た
。

「
実
は
、
私
も
世
に
太
平
を
築
く
為
に
旅
を
し
て
い
る
途
中
な
ん
だ
」

「
へ
ぇ
そ
り
ゃ
奇
遇
だ
な
～
・
・
・
お
っ
と
、
ま
だ
名
乗
っ
て
無
か
っ
た
よ
な
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？
」

「
私
の
名
は
関
羽
、
字
名
は
雲
長
だ
」

「
私
は
諸
葛
亮
、
字
名
は
孔
明
と
申
し
ま
す
っ
」

さ
っ
き
の
取
り
乱
し
様
と
は
う
っ
て
変
わ
っ
て
、
落
ち
着
い
た
表
情
で
名
を
告

げ
る
孔
明
と
、
折
り
目
正
し
い
態
度
の
関
羽
。
・
・
・
個
性
的
な
二
人
と
出
会

っ
た
モ
ン
だ
な
こ
り
ゃ
。

・
・
・
・
・
・
お
っ
と
、
俺
も
二
人
に
し
っ
か
り
名
乗
っ
て
お
か
な
き
ゃ
な
。

「
俺
の
名
は
大
神
、
字
名
は
―
―
―
―
『
牙
狼
』
だ
！
！
」

◇
◇

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」
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関
羽
と
孔
明
の
二
人
と
出
会
い
、
少
々
夜
更
し
を
し
て
互
い
の
事
を
語
り
合
っ

た
夜
か
ら
一
夜
が
明
け
て
。
朝
の
日
差
し
で
目
を
覚
ま
す
と
、
既
に
関
羽
は
起

き
て
い
た
。

起
き
て
い
た
、
の
、
だ
が
。

「
関
羽
、
ど
う
し
た
？
」

「
ん
？
　
い
や
ぁ
何
で
も
な
い
、
何
で
も
な
い
ぞ
大
神
殿
！
！
」

「
・
・
・
（
じ
ー
・
・
・
）
」

お
か
し
い
。
何
が
お
か
し
い
っ
て
、
関
羽
の
様
子
が
明
ら
か
に
お
か
し
い
。

妙
に
ソ
ワ
ソ
ワ
し
て
い
る
と
い
う
か
、
浮
か
な
い
顔
を
し
て
い
る
と
い
う
か
、

そ
ん
な
感
じ
だ
。

昨
日
の
凛
と
し
た
目
が
、
よ
く
晴
れ
た
虚
空
を
見
つ
め
て
ボ
ー
っ
と
し
て
い
る
。

つ
い
で
に
表
情
も
、
だ
。

「
ふ
ぁ
～
・
・
・
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
ふ
ぅ
」
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「
お
、
お
は
よ
う
孔
明
さ
ん
」

「
ん
～
・
・
・
『
孔
明
』
で
い
い
で
ふ
よ
～
・
・
・
」

（
も
し
か
し
た
ら
関
羽
が
ぼ
ー
っ
と
し
て
い
る
理
由
を
知
っ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
）

・
・
・
起
き
た
て
で
ま
だ
眠
そ
う
な
状
態
じ
ゃ
、
聞
き
だ
せ
そ
う
に
も
な
い
か
。

ま
ぁ
「
急
い
て
は
事
を
仕
損
ず
る
」
な
ん
て
大
仰
な
諺
が
あ
る
か
ら
な
、
完
全

に
目
ぇ
覚
ま
す
ま
で
気
長
に
待
つ
か
～
・
・
・
。

～
５
分
後
～

「
―
―
え
っ
関
羽
さ
ん
の
様
子
が
お
か
し
い
？
」

「
今
朝
か
ら
な
、
や
け
に
ボ
ー
っ
と
し
て
る
ん
だ
が
・
・
・
」

川
へ
顔
を
洗
い
に
行
く
の
を
口
実
に
、
関
羽
の
い
な
い
所
で
本
題
を
切
り
出
し

て
み
る
。
と
、
途
端
に
孔
明
の
表
情
が
曇
り
出
す
。
・
・
・
や
っ
ぱ
り
何
か
あ
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っ
た
よ
う
だ
。

「
・
・
・
近
く
で
寝
た
の
が
、
そ
ん
な
に
不
味
か
っ
た
か
な
・
・
・
」

「
い
っ
い
え
っ
そ
の
、
大
神
さ
ん
の
所
為
と
か
じ
ゃ
―
―
」

「
あ
と
俺
の
事
は
『
牙
狼
』
っ
て
呼
ん
で
く
れ
よ
～
？
」

「
は
う
ぅ
・
・
・
そ
の
、
牙
狼
さ
ん
の
所
為
で
は
な
い
ん
で
す
・
・
・
・
・
・

鈴
々
ち
ゃ
ん
が
」

「
？
？
」

今
ま
で
聞
い
た
こ
と
の
な
い
名
前
を
聞
い
た
。
が
、
今
は
そ
の
名
前
の
人
物
の

事
を
訊
ね
る
べ
き
で
は
な
い
。

孔
明
が
、
浮
か
な
い
表
情
で
、
話
を
し
だ
し
た
。

関
羽
に
は
義
姉
妹
の
契
り
を
結
ん
だ
仲
で
あ
る
、
鈴
々
こ
と
『
張
飛
』
と
い
う

女
の
子
が
一
緒
に
い
た
そ
う
だ
。

が
、
こ
こ
ま
で
来
る
途
中
で
ち
ょ
っ
と
し
た
揉
め
事
―
―
分
か
れ
道
を
ど
の
方

向
に
行
く
か
で
揉
め
た
と
の
事
―
―
を
起
こ
し
て
、
そ
の
ま
ま
喧
嘩
別
れ
を
し

て
し
ま
っ
た
そ
う
な
。
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「
・
・
・
で
ど
う
し
よ
う
か
悩
ん
で
た
時
に
、
俺
が
ひ
ょ
っ
こ
り
出
て
き
ま
し

た
、
と
」

「
そ
う
い
う
訳
で
・
・
・
」

「
ん
～
・
・
・
」

問
題
は
、
非
が
ど
ち
ら
に
も
あ
る
よ
う
な
無
い
よ
う
な
、
そ
ん
な
も
ど
か
し
い

状
態
で
あ
る
と
い
う
事
だ
。

話
だ
と
、
そ
の
張
飛
っ
て
子
が
行
く
道
を
根
拠
皆
無
の
占
い
で
決
め
よ
う
と
し

た
の
を
、
関
羽
が
叱
っ
た
の
が
事
の
発
端
の
よ
う
だ
。
そ
こ
で
関
羽
が
矛
を
収

め
れ
ば
良
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
張
飛
が
引
い
て
い
れ
ば
良
か
っ
た
の
か
は

判
断
し
難
い
・
・
・
。

「
一
先
ず
そ
の
張
飛
っ
て
子
を
探
さ
な
い
と
謝
る
事
も
出
来
な
い
な
・
・
・
こ

っ
か
ら
だ
と
ど
の
位
だ
？
」

「
あ
の
分
か
れ
道
か
ら
こ
こ
に
来
る
の
に
、
昼
の
明
る
い
時
か
ら
夕
方
頃
ま
で

か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
か
ら
・
・
・
か
な
　
り
距
離
が
離
れ
て
い
る
か
と
」

「
そ
う
か
・
・
・
今
か
ら
行
け
ば
昼
頃
に
は
着
け
る
な
」
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「
で
は
、
関
羽
さ
ん
を
呼
ん
で
き
ま
す
ね
！
」

ポ
ケ
ー
っ
と
し
た
関
羽
を
立
ち
直
ら
せ
、
孔
明
に
加
筆
を
し
て
貰
い
幾
分
見
や

す
く
な
っ
た
地
図
を
頼
り
に
、
目
的
の
分
か
れ
道
へ
と
歩
み
を
進
め
る
。

・
・
・
ん
、
何
で
ま
だ
あ
の
オ
ン
ボ
ロ
な
地
図
を
使
っ
て
ん
の
か
っ
て
？
　
く

れ
た
奴
が
「
勿
体
無
い
事
す
る
な
」
っ
て
い
じ
け
る
ん
だ
よ
、
『
古
く
な
っ
た
』

っ
て
言
っ
て
捨
て
ち
ま
う
と
な
。

・
・
・
コ
コ
だ
け
の
話
、
外
套
も
古
着
屋
に
売
っ
ち
ま
い
た
い
ん
だ
よ
な
ぁ
。

「
―
―
い
な
い
な
」

「
い
ま
せ
ん
ね
ぇ
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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